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特
集　

令
和
６
年
度 

施
政
方
針

令和６年度　村山市施政方針令和６年度　村山市施政方針

次の世代へ引き継ぐ次の世代へ引き継ぐ
魅力ある村山市を創る魅力ある村山市を創る

　令和６年第２回村山市議会定例
会で志布市長から施政方針が発表
されました。
　令和６年度施政方針から抜粋し
て、市の目指すべき方針と取組み
をお伝えします。
■問合せ／政策推進課政策企画係
 ☎内線271

　
令
和
６
年
度
は
、
市
制
施
行
70
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る

と
と
も
に
、
今
後
の
10
年
に
お
け
る
目
指
す
べ
き
姿
と
な
る
「
第
６
次

村
山
市
総
合
計
画
」の
策
定
に
着
手
す
る
、本
市
の
将
来
に
と
っ
て
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
年
で
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
先
人
の
た

ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
本
市
の
自
然
、
歴
史
、
文

化
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
次
の
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
本
市
の
未

来
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
、
さ
ら
に
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
「
第
５
次
村
山
市
総
合
計
画
」
の
総
仕
上
げ
の
年
と

な
り
ま
す
。
基
本
理
念
で
あ
る
「
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
　
魅
力
あ
る

村
山
市
を
創
る
」
の
実
現
に
向
け
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
少

子
化
対
策
、
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
」、「
中
心
市
街
地
の
基
盤
整

備
」
を
重
要
施
策
と
し
、「
防
災
対
策
や
地
域
資
源
活
用
」、「
子
育
て

ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
村
山
駅
周
辺
エ
リ
ア
整
備
」
な
ど
に
対

し
、
積
極
的
な
事
業
の
取
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

施
政
方
針

令
和
６
年
度

　
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市ホームページ
「施政方針」
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特
集　

令
和
６
年
度 

施
政
方
針

中
心
市
街
地
の
基
盤
整
備

　
新
「
道
の
駅
」
に
つ
い
て
は
、
整
備
基
本
計
画
を
基
に

運
営
事
業
者
の
選
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
ほ
か
、
用

地
測
量
や
地
盤
調
査
、
造
成
設
計
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、「
市
道
楯
岡
長
瀞
線
」
な
ど
周
辺
道
路
の

整
備
に
よ
る
駅
西
エ
リ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
図
り
、

よ
り
魅
力
的
な
空
間
形
成
を
促
進
す
る
と
と
も
に
「
次
世

代
ま
ち
づ
く
り
開
発
促
進
事
業
補
助
金
」
に
よ
る
民
間
開

発
へ
の
助
成
を
継
続
し
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
歩
行
者
の
安
全

性
、
指
定
避
難
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る
地
域
防
災

機
能
の
強
化
な
ど
を
目
的
と
し
て
進
め
て
き
た
「
市
道
本

郷
通
り
線
」
や
「
市
道
晦
日
町
南
楯
線
」
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
の

空
き
店
舗
や
空
き
家
の
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
解

体
な
ど
に
か
か
る
経
費
へ

の
助
成
を
継
続
し
、
快
適

な
街
並
み
の
創
出
や
持
続

可
能
で
強
靭
な
都
市
構
造

へ
の
再
編
を
加
速
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

少
子
化
対
策
、

子
育
て
世
代
の
定
住
促
進

　

子
育
て
へ
の
不
安
を
解

消
し
、
子
育
て
世
代
の
定
住

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
展
開
し
て
き
た
「
子
育
て

ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
さ
ら
に
経
済
的
支
援
な

ど
を
加
え
、
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
、
子
育
て
支
援
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
高
校
生
の

医
療
費
に
つ
い
て
、
自
己
負

担
無
料
化
の
対
象
を
入
院
か
ら
通
院
ま
で
拡
大
し
、
安
心

し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
で
は
、「
子
育
て
応

援
・
定
住
促
進
事
業
補
助
金
」
に
つ
い
て
、
地
元
企
業
を

利
用
し
た
際
の
補
助
限
度
額
拡
充
の
ほ
か
、
既
存
住
宅
解

体
に
伴
う
新
築
に
つ
い
て
も
対
象
と
す
る
な
ど
、
定
住
に

対
す
る
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
市
西
部
エ

リ
ア
に
お
け
る
企
業
誘
致
の
受
け
皿
と
な
る
新
工
業
団
地

整
備
を
進
め
る
な
ど
、
働
く
場
の
創
出
に
つ
い
て
も
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　
地
殻
変
動
や
異
常
気
象
に
よ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
、

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
各
種
施
策
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
加
え
自
然
災
害
時

に
お
け
る
断
水
や
浸
水
対
策
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
２
か
年
で
幕
井
水
源
を

利
用
し
た
浄
水
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
な
お
、
管
理
運
転

の
際
に
発
生
す
る
水
を
活
用
し
、
東
沢
バ
ラ
公
園
内
に
子
ど

も
向
け
噴
水
な
ど
を
配
置
し
た
親
水
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

　
集
中
豪
雨
に
よ
る
都
市
型
の
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
た

め
に
、
駅
西
エ
リ
ア
に
調
整
池
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

田
ん
ぼ
ダ
ム
整
備
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
島
地
区
の
三
ケ
瀬
眺
望
広
場
や
碁
点
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟
の
整

備
な
ど
、
地
域
資
源
で
あ
る

最
上
川
を
観
光
・
人
口
交
流

の
拡
大
な
ど
に
積
極
的
に
活

用
す
る
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

農
業
の
担
い
手
確
保
と
し

て
農
繁
期
の
労
働
力
確
保
支

援
、
就
農
研
修
生
の
生
活
支

援
を
行
う
な
ど
、
将
来
に
わ
た

り
農
業
を
継
続
す
る
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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特
集　

令
和
６
年
度 

村
山
市
予
算

令
和
６
年
度　

村
山
市
の
予
算

　
「
第
５
次
村
山
市
総
合
計
画
」
の

最
終
年
度
に
あ
た
り
、「
次
の
世
代

へ
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
村
山
市
を
創

る
」
の
実
現
に
向
け
、新
「
道
の
駅
」

整
備
を
は
じ
め
と
す
る
「
村
山
駅
西

エ
リ
ア
の
開
発
」、
若
者
の
定
住
促

進
や
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

当
初
予
算
の
概
要

令和６年度 一般会計・特別会計・企業会計当初予算
会計名 予算額 対前年比
一般会計 174億4,000万円 8.8％

国民健康保険事業特別会計 29億731万円 △2.0％

財産区特別会計 294万円 299.7％

介護保険事業特別会計 29億3,638万円 △6.7％

後期高齢者医療事業特別会計 4億2,022万円 21.1％

水道事業会計 13億8,218万円 48.1％

下水道事業会計 15億2,573万円 △0.3％

合　計 266億1,476万円 6.6％

■
問
合
せ
／
財
政
課
財
政
係　
☎
内
線

221

※
係
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、

　
積
み
上
げ
と
合
計
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

一般会計予算

174億4,000万円

災害復旧費（0.0％）
310万円

歳入
依
存
財
源

自
主
財
源

地方交付税（27.9％）地方交付税（27.9％）
48億6,000万円48億6,000万円

市税（13.7％）市税（13.7％）
23億9,260万円23億9,260万円

寄附金（11.5％）寄附金（11.5％）
20億円20億円

市債（9.8％）市債（9.8％）
17億240万円17億240万円

国庫支出金（8.9％）国庫支出金（8.9％）
15億5,784万円15億5,784万円

県支出金（5.4％）県支出金（5.4％）
9億4,318万円9億4,318万円

地方譲与税・交付金など（4.3％）地方譲与税・交付金など（4.3％）
7億4,844万円7億4,844万円

その他（4.1％）その他（4.1％）
7億2,577万円7億2,577万円

繰入金（14.4％）繰入金（14.4％）
25億977万円25億977万円
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扶助費
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割合

特
集　

令
和
６
年
度 

村
山
市
予
算

【歳出】
▶総務費　全般的な管理や戸籍・税などの経費
▶民生費　子どもや老人、障がい者などの福祉経費
▶土木費　道路や公園などの建設・修理経費
▶公債費　借りたお金の返済経費
▶教育費　学校の管理・改築や運営、生涯学習などの経費
▶衛生費　市民の健康や環境を守るための経費
▶商工費　商工業や観光の振興のための経費
▶消防費　消防など市民の安全・安心のための経費
▶農林水産業費　農林業の振興などの経費
▶議会費　議会の運営などの経費
▶労働費　労働者の支援などの経費

ら
れ
る
環
境
の
充
実
を
図
る
「
子
育

て
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
と
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

過
去
最
高
の
１
７
４
億
４
千
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
14
億
１
千
万
円
、

率
に
し
て
8.8
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
市
で
賄
う

自
主
財
源
が
43
・
7
％
、
国
や
県
か

ら
の
交
付
金
な
ど
の
依
存
財
源
が

56
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
応
援
寄
附
金
な
ど
の
活
用
に

よ
っ
て
、
財
源
の
確
保
を
行
っ
て
い

ま
す
。

歳
入

　

主
に
、「
第
５
次
村
山
市
総
合
計

画
」
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
新
「
道
の
駅
」
の
整
備
や

除
雪
事
業
、
諸
証
明
書
な
ど
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
へ
の
取
組
み
に
必
要
な
経

費
な
ど
を
確
保
し
ま
し
た
。

歳
出

【歳入】
▶地方交付税
　市の財政状況などに応じ国から交付されるお金
▶市債
　事業を行うために国や金融機関から借り入れるお金
▶国・県支出金
　特定の事業に対して国・県から交付されるお金
▶地方譲与税・交付金など
　国・県に納められた税金などから一定の割合で市町
　村に譲与・交付されるお金
▶繰入金　市の貯金の取り崩しなど

用語の説明

歳出

総務費（28.8％）総務費（28.8％）
50億2,709万円50億2,709万円

民生費（23.3％）民生費（23.3％）
40億6,091万円40億6,091万円

土木費（17.2％）土木費（17.2％）
29億9,221万円29億9,221万円

公債費（8.7％）公債費（8.7％）
15億2,245万円15億2,245万円

教育費（5.8％）教育費（5.8％）
10億1,431万円10億1,431万円

衛生費（4.5％）衛生費（4.5％）
7億8,013万円7億8,013万円

商工費（3.8％）商工費（3.8％）
6億5,800万円6億5,800万円

消防費（3.7％）
6億4,819万円

農林水産業費（3.0％）
5億2,661万円

議会費（0.9％）
1億6,053万円

予備費（0.2％）
3,000万円

労働費（0.1％）
1,647万円

災害復旧費（0.0％）
310万円

性質別

人件費  26億9,473万円
（15.4％）

投資的経費  24億9,484万円
（14.3％）

物件費  23億4,294万円
（13.4％）

補助費等  21億1,948万円補助費等  21億1,948万円
（12.2％）（12.2％）

扶助費  20億4,985万円扶助費  20億4,985万円
（11.8％）（11.8％）

積立金  20億89万円積立金  20億89万円
（11.5％）（11.5％）

公債費  15億2,245万円
（8.7％）

繰出金  11億5,058万円
（6.6％）

維持補修費  7億3,364万円（4.2％）

その他　3億3,060万円（1.9％）
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特
集　

令
和
６
年
度 

主
な
事
業
と
助
成
・
補
助
金
の
紹
介

　不妊治療を受ける夫婦の経済的負担の軽減を図るため、保険適用となる生殖補助医療と併せて行わ
れる先進医療に要した医療費に対して、上限10万円／回を助成します。
■問合せ／保健課健康指導係　☎内線136

拡 子育て支援医療給付事業

　住宅新築、新築建売住宅の購入、土地購入費用に対し補助金を交付し、定住人口の拡大
と地域経済の活性化を図ります。補助金額最高325万円に拡充します。

子
育
て
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

予算総額

3億7,904万円

定 住 促 進

拡 拡充新 新規マークの説明

拡 子育て応援・定住促進事業

・子育て応援住宅建設補助　最高150万円
　対象　①婚姻後８年以内の「新婚世帯」または②中学生以下の子どもを持つ「子育て世帯」
　　　　・住宅新築、新築住宅購入の場合100万円　　・中古住宅購入の場合25万円
　対象　上記の①と②両方に該当する「新婚の子育て世帯」
　　　　・住宅新築、新築住宅購入の場合150万円　　・中古住宅購入の場合50万円
・定住促進住宅建設補助　最高125万円
　対象　新築、改築、新築住宅購入の場合50万円
　　　　・市外からの移住世帯の場合25万円加算　　・同居近居世帯の場合25万円加算
　　　　・土地購入の場合25万円加算　・建替解体の場合25万円加算（土地購入と建替解体の加算は重複できません）
　対象　中古住宅購入の場合25万円
　　　　・市外からの移住世帯の場合25万円加算　　・同居近居世帯の場合10万円加算
・地元企業住宅建設補助
　対象　市内企業に依頼し新築する場合50万円
■問合せ／建設課建築係  ☎内線238

不妊治療（先進医療）費用助成事業

妊娠 出産 産後期・ ・

　母体と胎児の健康の保持および増進のため妊娠確定にかかる
診察費のうち、医療保険適用外の費用に対して、上限２万円を助成します。
■問合せ／保健課健康指導係　☎内線136

妊娠確定前産科受診費用助成事業

● 不育症治療・検査に助成
　不育症治療などを行っている夫婦の経済
的負担軽減を図るため、治療などに要した医
療費に対して上限30万円／年を助成します。
■問合せ／保健課健康指導係　☎内線136

● 妊婦歯科健康診査に助成
　母子健康手帳交付時にお渡しする受診票を市
内の歯科医療機関へ提出してください。健診費
用を全額助成します。
■問合せ／保健課健康指導係　☎内線136

子 育 て 期

　18歳（高校３年生相当）までの医療費（外来・入院）を無料化します。
■問合せ／保健課国保医療係　☎内線135

医療費
無料化拡大
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その他子育て 支援施策

　新入学児童を対象にランドセル
に替わる軽量なカバンを支給し、
児童の健康維持と小学校入学の際
にかかる保護者の経済的負担を軽
減します。
■問合せ／子育て支援課家庭支援係　☎内線161

小学校入学応援事業

結婚新生活支援事業
　対象新婚世帯に対し、住宅取得費用または住宅賃借費用、
引っ越し費用として最高60万円を給付します。
■問合せ／子育て支援課家庭支援係　☎内線161

すこやか出産祝い金
　誕生したお子さんのすこやかな成長を願い、出産祝い金
として第１子10万円、以降１子ごとに10万円上乗せした
額を支給します。
■問合せ／保健課健康指導係　☎内線136

病児保育等利用料助成事業
　保護者が安心して働ける環境を整えるため、未就学児の
病児・病後児保育の利用料を全額助成します。
■問合せ／子育て支援課保育係　☎内線163

ひとり親家庭等子育て応援給付金
　児童扶養手当受給者または就学援助世帯で児童を養育
する方を対象に、児童１人年額５万円、以降１人増えるご
とに年額２万円上乗せした額を給付します。
■問合せ／子育て支援課家庭支援係　☎内線162

むらやま英語教育推進プラン
　遊びを通して、英語の音に慣れ親しむことを目的に、保
育施設にALTを派遣します。
■問合せ／学校教育課指導係　☎内線326

歯科パノラマＸ線写真検査費用助成事業
　歯や顎骨の異常の早期発見のため、小学校２年生を対
象にパノラマＸ線写真検査費用を助成します。
■問合せ／学校教育課庶務係　☎内線323

中学生スタート応援券事業
　小学校６年生の子どもを持つ保護者に、中学校の入学
準備に使用できる５万円分の商品券を支給します。
■問合せ／子育て支援課家庭支援係　☎内線162

中学生ピロリ抗体検査等費用助成事業
　中学２年生を対象に実施するピロリ抗体検査と除菌治
療の費用を全額助成します。
■問合せ／保健課健康指導係　☎内線136

夢応援奨学金事業
　進学を断念することのないよう、学ぶ意欲と能力があ
る子どもたちを応援します。高校生は非課税世帯を対象
に、高校入学時15万円、大学生は日本学生支援機構の給
付型奨学金（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ区分）の奨学生を対象に、大学、
短期大学、専門学校入学時40万円を給付します。
■問合せ／学校教育課庶務係　☎内線324

転入者へのアパート費用助成
　市外から転入し賃貸住宅（公営住宅などを除く）に居住
した世帯に対し、年間６万円（最長５年間）助成します。
■問合せ／商工観光課企業支援係　☎内線153

障がい児保育受入促進事業
　障がいのある子どもが安心して保育を受けられる環境を
整えるため、保育士を加配した保育施設などに対し補助金
を交付します。
■問合せ／子育て支援課保育係　☎内線163

新

　助成・補助情報は一部抜粋して
掲載をしています。記載以外の情
報については問い合わせいただく
か、市ホームページ
をご覧ください。

市ホームページ市ホームページ

● 母子健診などが無料
　新生児聴覚検査、産後１か月の母子健診の費用を全
額助成します。
■問合せ／保健課健康指導係  ☎内線136

● インフルエンザ・おたふくかぜ予防接種費用助成
・インフルエンザ予防接種
　生後６か月～高校３年生（妊婦も対象）を対象に
　1,900円／回を助成します。（10月から開始）
・おたふくかぜ予防接種
　１歳のお子さんを対象に3,000円を助成します。
■問合せ／保健課健康指導係  ☎内線136

※各事業の詳しい情報は、市ホームページをご覧いただくか、担当課に問い合わせください
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村山駅西エリア開発推進事業　1億8,984万円
　企業や商業施設などの誘致を促進するため、排水路整備や水道の
送水管移設、駅西エリアの雨水対策として調整池を整備します。

定住促進～だれもが“暮らしたい”まち～

駅西開発に伴う道路整備事業　1億2,900万円
　市道楯岡長瀞線の整備などを行い、駅西エリアのアクセス強化を
図ります。

次世代まちづくり開発促進事業　8,000万円
　駅西エリアの商業施設開発および市内での宅地開発促進
のため、インフラ整備に対し補助金を交付します。

新「道の駅」整備事業　2億2,693万円
　新「道の駅」の整備に向けて、用地測量、地質調査などの実施、新「道
の駅」整備基本計画を基に運営事業者の選定に係る方針などを策定
します。

移動販売支援事業補助金　150万円
　買物困難者の生活環境の維持向上を図るため、移動販売
車で食料品などの生活必需品の販売をする事業者に対して
補助金を交付します。

新 道路施設点検調査補修事業　3,650万円
　舗装や道路施設の劣化、老朽化に対し計画的に補修工事
を実施するため、10年毎に市道の劣化や傷みの調査（路面
の再点検）などを実施します。（繰越含む）

新

村山駅東沢線街路整備事業　757万円
　狭く渋滞がしやすい村山駅、Link MURAYAMA、東
沢バラ公園をつなぐ道路を整備します。

生活交通対策事業　5,813万円
　市営バスの運営や公共交通空白地へのデマンド交通を運
行、経路延長や運行区域の拡大による交通環境の充実を図
ります。

拡

きめ細かな雪対策事業　5億2,463万円
　市道や市施設駐車場の除雪作業や流雪溝・散水消雪施設の
整備、除雪オペレーターの育成を引き続き行います。

村山駅西エリア の 開発

楯岡まちなか再生整備事業　5億2,651万円
　中心市街地の環境整備および防災安全性の向上のため、市道本
郷通り線や晦日町南楯線を整備します。

中心市街地活性化事業　800万円
　空き店舗や空き地の利活用により中心市街地の活性化を図る
ため、空き家除却や宅地分譲に対し補助金を交付します。

中心市街地 の 再生

持続可能な まちづくり

老朽危険空き家除却促進事業　3,000万円
　老朽化し危険な空き家の除却費の５分の４（上限額：不
良住宅（著しい破損などがある場合）100万円、　　空き家
住宅（破損などがある場合）50万円）を補助します。事前
調査が必要です。

事前調査申込締切　6月28日（金）
■申込み・問合せ／まち整備課まち整備係　☎内線244

新

拡 拡充新 新規マークの説明
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● 危険住宅の移転に支援
　がけ地に近接している危険住宅から移転する方が対象で
す。住宅移転費助成額325万円・土地購入費助成額96万住宅移転費助成額325万円・土地購入費助成額96万
円（借入利息への助成）、その他建物除却費など円（借入利息への助成）、その他建物除却費などに助成し
ます。移転を実施する前年の８月まで申込みが必要です。
■申込み・問合せ／建設課建築係　☎内線238

● 住宅のリフォームを支援
　一般的なリフォームには対象工事費の10％（上限20対象工事費の10％（上限20
万円）万円）、県の要綱に該当するリフォームには対象工事費対象工事費
の20％（上限32万円）の20％（上限32万円）を補助します。
■問合せ／建設課建築係　☎内線238

● 耐震診断・耐震化改修工事に補助
　平成12年５月以前に建てられた木造住宅を耐震診断、
耐震改修する場合に補助します。
耐震診断自己負担額　4,000円
耐震化改修工事補助額（耐震改修後の総合評価点）
1.0以上：改修費用の80％（上限80万円）
0.7以上：改修費用の80％（上限40万円）
■問合せ／建設課建築係　☎内線238

道路新設改良事業
大槇バイパス線・浮沼名取線整備　1億4,000万円
　国道13号と国道347号を東西につなぐ幹線道路となる大槇
バイパス線を整備します。

東沢バラ公園再整備事業　9,750万円
　東沢バラ公園の観光拠点としての魅力をさらに高めるた
め、また、親子が水と親しみながら安心して遊ぶことができ
るように、公園内に噴水などを備えた親水広場を整備します。

新

東沢バラ公園魅力化事業　3,305万円
　市最大の観光資源である東沢バラ公園の魅力を高めるた
め、バラまつりの開催や夜間のライトラップ、香りのバラの
植栽を実施します。

三ケ瀬眺望広場整備事業　1億1,300万円
　長島地区のフットパスに三ケ瀬を眺望するための広場を整
備します。

クアハウス碁点整備事業、南郷源泉整備事業
8,276万円

　利用者の安全性、快適性、機能性の向上を図るため施設設
備の改修や更新を実施します。

市民協働・財政改革～みんなが参画、みんなで創造～

市制施行70周年記念事業　430万円
　市の節目を市民とともに祝い、これまでの歩みとこれからの
展望を市内外に幅広く周知するため、記念式典を実施します。

新

観光交流～913万人のファンづくり～

各種証明コンビニ交付事業　2,071万円
　住民票や印鑑登録証明書を全国のコンビニエンスストアで
受け取れるシステムを導入し、住民の利便性向上や窓口業務
の効率化を図ります。

新

ふるさとづくり応援寄附金推進事業　20億円（寄附額）
　ふるさと納税制度を活用した特産品のPRや地域産業の活性化を目指します。

※各事業の詳しい情報は、市ホームページをご覧いただくか、担当課に問い合わせください

● 空き家家財撤去に補助
　空き家バンクに登録している空き家の売買・賃貸を目的
に所有者が家財撤去などを行った経費の２分の１（上限家財撤去などを行った経費の２分の１（上限
10万円）10万円）を補助します。
■問合せ／まち整備課まち整備係　☎内線244
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農業基盤整備事業　1,788万円
　農地の大規模化や効率的利用を図るため、県が実施する基
盤整備事業などにかかる経費の一部を負担します。

産業振興～「つながる」産業振興～

農 業
重点作物担い手確保事業　404万円

　市重点作物の農繁期における労働力、将来の担い手を確保
するため、就農希望者や新規就農者に補助金を交付します。

●新規就農者への支援
　新たに就農し、自らの経営を開始する方を支援します。
　・新規就農者育成総合支援対策（50歳未満の認定新規就農者）
　　経営開始資金補助額　150万円／年（定額）
　　施設・機械等導入補助額　事業費の４分の３（事業費上限500万円）
　　※経営開始資金を受けない場合は事業費上限1,000万円
　・農作物生産費用支援（50歳未満の認定新規就農者）
　　補助額　対象経費の２分の１（上限30万円）
　・経営開始支援助成金（65歳未満の県外からの移住者）
　　補助額　75万円／年（定額）※１年間のみ
　・経営継承支援（新たに認定農業者となり経営を継承する方）
　　補助額　対象経費の２分の１（上限30万円）

●移住就農研修生への支援
　県外から移住し、重点作物の研修に取り組む方を支援します。

（50歳未満、最長３年間）
　・生活支援　補助額　144万円／年（定額12万円／月）
　・住居支援　補助額　120万円／年（上限10万円／月）
　・車両支援　補助額　  60万円／年（上限５万円／月）
■問合せ／農林課農業振興係　☎内線251

新

● むらやま重点作物利用商品開発等支援
　市内で調理と販売を行う飲食店などを対象に、４月１
日から12月31日までに原材料として購入した市内産重点原材料として購入した市内産重点
作物の購入経費の３分の２（上限３万円）作物の購入経費の３分の２（上限３万円）を補助します。
■問合せ／農林課６次産業係　☎内線257

● ６次産業化に向けた費用に補助
　市内で農作物の付加価値販売に取り組む農家や農家と
連携する商工業者に加工施設整備や加工機械導入費用の加工施設整備や加工機械導入費用の
２分の１（上限50万円）、パッケージデザイン製作や商２分の１（上限50万円）、パッケージデザイン製作や商
品開発、研修費用の２分の１（上限20万円）品開発、研修費用の２分の１（上限20万円）を補助します。
■問合せ／農林課６次産業係　☎内線257

　助成・補助情報は一部抜粋して掲載をしています。
記載以外の支援制度もありますので、農林課にご相談
ください。農業用機械・施設などの導入にかかる補助
事業は、要望の聞き取りから実際に購入できるまで時
間を要しますので、お早めに問い合せください。

● 重点作物の生産者への支援
　市重点作物の生産に取り組む農業者を支援します。

【新規】帆柱・枝受支柱導入支援（モモ）【新規】帆柱・枝受支柱導入支援（モモ）
　樹形確立・雪害防止に要する資材購入経費の２分の１
　（上限５万円）を補助します。

【新規】病害対策支援（モモ）【新規】病害対策支援（モモ）
　せん孔細菌対策に要する薬剤購入経費の３分の１（上
　限１万円）を補助します。

【拡充】園芸ハウス改修支援（サクランボ、トマト）【拡充】園芸ハウス改修支援（サクランボ、トマト）
　軽微な改修（サクランボ用は機能向上に取り組むこと）
　の事業費の２分の１（上限10万円）を補助します。
※このほかの支援を24ページに掲載していますので、
　ご確認ください。
■問合せ／農林課農業振興係　☎内線251

田んぼダム施設整備事業　156万円
　浸水被害対策の一環として、水田の貯留機能の強化を図
るため、畦畔の強化や排水桝の設置にかかる経費の一部を
負担します。

新

農観連携「アグリランドむらやま」事業　574万円
　市内に点在する地域資源や農業関連施設、観光施設など
をつなぎ合わせ、地域ぐるみの産業振興と観光誘客を図り
ます。

◎ 農業支援制度等最新情報メール配信サービス
　農業者が活用できる補助事業など各種支援制度の最新
情報をメールにて配信します。配信希望の方は、下の二
次元コードを読み取るか農林課にメール
で申込みください。
■問合せ／農林課農業振興係　☎内線251
メール　nourin@city.murayama.lg.jp 申込みフォーム申込みフォーム

拡 拡充新 新規マークの説明
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商 工 業
中小企業振興資金（徳内資金）等融資事業

2億4,765万円
　市内産業の振興と中小企業の経営安定のため低利子での融
資を行うとともに、それらの信用保証料や利子の一部を補給
します。

企業立地補助金　1,200万円
　企業の立地や設備投資を促進し、産業の振興と雇用機会の
拡大を図るため、工場や設備などの新設、移設、増設に対し
補助金を交付します。

新工業団地整備事業　600万円
　市西部エリアに新たな雇用の創出を図るため、企業誘致の
受け皿となる新たな工業団地の整備を推進します。

空き店舗等活用事業　450万円
　空き事業所、空き店舗、空き家を活用して事業を行う方に、
購入費または賃借料、改装費に対し補助金を交付します。

販路開拓事業　410万円
　企業の受注獲得と販路拡大を支援するため、企業支援コー
ディネーターの配置や取引商談会の開催、人材育成や収益改
善の支援を行います。

教育・保健・福祉・環境・防災～いのち輝き、ふるさとを愛する人を育むあたたかいまち～

学力向上・ 国際交流教育環境整備・

小学校統合事業　137万円
　市内小学校における児童数の減少や施設の老朽化などの課
題に対応し、より良い教育環境を整備するため、統合に向け
た検討を実施します。

新 算数・数学学力向上プロジェクト　285万円
　子どもたちの算数・数学の学力向上のため、教育活動専門
員を配置し、教師の指導力向上を支援します。

GIGAスクール構想の推進　4,748万円
　ICT学習環境の充実を図るため、１人１台端末運用保守や
ICT教育支援員による教職員への研修などを実施します。

教育支援センター事業　125万円
　学校に登校しにくい小中学生を対象に本人の状況に合わせ
た学習や体験の提供を行い、社会的自立に向けたサポートを
実施します。

拡 村山産業高等学校支援事業　596万円
　市内唯一の高校である村山産業高等学校への冬季通学費に
対する助成や、地域活性化などを図るための県外生徒受入に
向けた支援を行います。

カナダバリー市友好交流事業　300万円
　国際社会に対する理解を深めるため、友好都市であるカナ
ダバリー市と市内の中高生が交互に訪問して国際交流を行い
ます。

● 学習活動の講師謝礼を助成
　市内の団体が自ら企画し実施する学習活動に１団体あ１団体あ
たり年間２万円以内たり年間２万円以内（ただし３年以上の利用実績がある
団体は年間１万円以内）を助成します。
■問合せ／生涯学習課生涯学習係　☎内線331

● 資格取得に要した経費を補助
　市内在住の求職者・就労者がスキルアップや就職のために
各種資格を取得した場合に、資格取得に要した経費の２分の経費の２分の
１以内（上限10万円、正規雇用者は５万円）１以内（上限10万円、正規雇用者は５万円）を補助します。
■問合せ／商工観光課商工業振興係　☎内線153
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● 高齢者の運転免許証自主返納に支援

教育・保健・福祉・環境・防災～いのち輝き、ふるさとを愛する人を育むあたたかいまち～

福 祉
移動支援・社会参加促進事業　389万円
　タクシー券や給油利用助成券を交付し、障がい者の移動支援と社会参画を促進します。
　次の３つの券を併せて交付を受けることはできません。また、申請月によって交付枚数が異なります。

● 高齢者へお弁当を提供
　満65歳以上の一人暮らしの高齢者または高齢者のみの
世帯で、調理や買い物が困難な方または安否確認が必要
な方を対象に週に１回～２回１食300円週に１回～２回１食300円でお弁当を提供
します。
■問合せ／福祉課介護保険係　☎内線144

● 介護用品などの助成
　要介護２～５認定、身体障害者手帳１・２級、療育手帳
Ａ判定の方を対象に介護用品助成券で紙おむつなどの購入
費を助成します。助成限度額は、市民税非課税世帯は月額市民税非課税世帯は月額
8,000円、市民税課税世帯は月額4,000円8,000円、市民税課税世帯は月額4,000円となります。
■問合せ／福祉課地域福祉係　☎内線141

● 介護認定高齢者宅に緊急通報装置を設置
　介護認定を受けている満65歳以上の一人暮らしの高齢
者または高齢者のみの世帯を対象に、年間利用料2,000年間利用料2,000
円円で緊急通報装置を設置します。装置を使って警備会社
に連絡することができ、状況に合わせ救急車の手配など
を迅速に行うことができます。
■問合せ／福祉課地域福祉係　☎内線141

● 高齢者などのごみ出しに支援
　高齢者などでごみ出しが困難な世帯に対し、自己負担自己負担
額１回100円額１回100円でごみ出しを支援します。申込方法などは
問い合せください。
■問合せ／市民環境課生活環境係　☎内線116

●普通タクシー利用券
対象者　身体障害者手帳１～４級、
療育手帳、精神障害者保健福祉手帳
をお持ちの方または対象疾病に該当
する方
助成額　１枚500円（年間最高36枚）

■問合せ／福祉課生活福祉係　☎内線147

●給油券
対象者　普通タクシー利用券交付対象
者のうち、市民税非課税で本人名義の
車を所有している方（車検証で確認し
ます。）
※18歳未満、視覚障がいまたは重度

知的障がいの場合は、家族名義の車
でも対象です。

助成額　１枚500円（年間最高15枚）
■問合せ／福祉課生活福祉係　☎内線147

●リフト付きタクシー利用券
対象者　65歳以上の常時寝たきり状

態や車いす利用の方、下肢
または体幹障がい、１・２
級の身体障害者手帳をお持
ちの方

助成額　１枚2,700円（年間最高12枚）
■問合せ／福祉課地域福祉係　☎内線141
 福祉課生活福祉係　☎内線147

　満65歳以上で運転免許証のすべてを自主返納した方
（返納後１年以内の方）を対象に、タクシー利用券また
は乗り合いタクシー券などのいずれかの１つ、３万円分３万円分
を支援します。警察署などで運転免許証の返納手続き
後、市民環境課で申請が必要です。
 ２回目の支援が受けられます
　市に住所があり、支援の交付決定から５年以上経過し
た方は、申請により再度、２万円分再度、２万円分の支援を受けること
ができます。
■問合せ／市民環境課生活環境係　☎内線116

拡 拡充新 新規マークの説明
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保 健
● 帯状疱疹ワクチン接種費用の助成
　接種日時点で、65歳以上の方を対象に、生ワクチン上生ワクチン上
限4,400円（１回）、不活化ワクチン上限11,000円（２回限4,400円（１回）、不活化ワクチン上限11,000円（２回
まで）まで）を助成します。
■問合せ／保健課健康指導係　☎内線136

● ウイッグ・乳房補正具購入費を助成
　がんの治療中で就労や社会参加のためウイッグや乳房
補正具が必要な方（他の助成などを受けている方は除く）
を対象に、購入費の２分の１（ウイッグ上限２万円、乳購入費の２分の１（ウイッグ上限２万円、乳
房補正具上限１万円）房補正具上限１万円）を助成します。
■問合せ／保健課保健係　☎内線131

● 重粒子線によるがん治療費に助成
　山形大学医学部附属病院で重粒子線による治療（公的医
療保険が適用とならない先進医療による重粒子線がん治療）
を受けた方を対象に上限62万８千円上限62万８千円（民間先進医療特約保
険の給付額は除く）を助成します。
■問合せ／保健課保健係　☎内線131

環 境
太陽光発電装置設置事業　500万円
　環境にやさしい太陽光発電の利用促進を図るため、次の装
置を設置する方に補助金を交付します。
　太陽光発電設備の設置　３万円／ kw（上限：住宅4kw、
　　　　　　　　　　　　事業所：10kw未満）
　蓄電池の設置　設置費用の10分の１（上限10万円）
■問合せ／市民環境課生活環境係　☎内線117

● 環境にやさしい機器の設置補助
　ごみの減量化や再生可能エネルギーの利用促進を図るた
め、次の機器設置に補助します。
木質バイオマス燃焼機器設置　設置費の３分の１（上限10万円）
家庭用生ごみ処理機　設置費の２分の１（上限２万円）
生ごみコンポスト化容器　購入費の３分の１（上限3,000円）
■問合せ／市民環境課生活環境係　☎内線117

● 合併処理浄化槽の設置補助
　浄化槽を設置する方へ負担軽減のため、浄化槽本体の設
置費用に対して、５人槽は上限44万円、７人槽は上限52５人槽は上限44万円、７人槽は上限52
万４千円万４千円を補助します。
　また、既設住宅のリフォームで単独処理浄化槽または
汲み取りトイレから合併処理浄化槽に転換する費用に対
して、５人槽は上限21万円、７人槽は上限25万円５人槽は上限21万円、７人槽は上限25万円を補
助します。宅内配管費用についても、上限30万円上限30万円で補助
を行います。
■問合せ／水道課下水道係　☎内線184

防災 対策
消防指令業務共同運用事業　1億6,133万円

　北村山３市の消防本部による消防指令業務共同運用に向け
たシステムなどの整備を行います。

新

緊急時浄水施設整備事業　4億8,733万円
　自然災害などによる断水に備え自己水源の確保のため、幕
井水源を利用した浄水施設の整備を行います。

緊急自然災害防止対策事業　7,900万円
　災害の発生予防・拡大防止を目的として、市道の舗装整備
やアンダーパス排水ポンプの整備を行います。

● 骨髄・末梢血管細胞提供者への助成
　骨髄などの提供を完了された方で、提供のための休暇
制度がある事業所などに勤めていない方を対象に、負担
軽減と移植増進のために上限14万円上限14万円を助成します。
■問合せ／保健課保健係　☎内線131

拡 危険ブロック塀等撤去支援事業　100万円
　道路に沿って設置されている危険なブロック塀などの撤去撤去
に要する工事費の２分の１または見付面積１㎡あたりに１万に要する工事費の２分の１または見付面積１㎡あたりに１万
円を乗じて算定した額のいずれか少ない額（上限20万円）円を乗じて算定した額のいずれか少ない額（上限20万円）
を支援します。
■問合せ／建設課建築係　☎内線238
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支え合い  心通うまち  むらやま

障がい者福祉プラン（第５次）を 策定
■問合せ／福祉課生活福祉係　☎内線146

　市は、第５次総合計画で掲げる個別施策「支え合い、心通う地域福祉の実現」を目指し、村山市障がい者福祉プラ
ン（第５次）を策定しました。このプランは、令和６年度から８年度までの３年間の障がい福祉に関する計画で、そ
の基本となる「障がい者計画」、「第７期障がい福祉計画」、「第３期障がい児福祉計画」で構成されています。
　「障がい福祉計画」と「障がい児福祉計画」は、国が示す基本方針や令和５年度に実施した「障がい者の福祉に関
するアンケート調査」の結果などを踏まえ数値目標を設定し、その達成に向けさまざまな事業やサービス提供を展開
していきます。

基本目標
１　地域生活への移行と自立した 
　　生活を支える支援体制の整備
　障がい者が住み慣れた地域で安心
して暮らすことができるように、個々
の障がいに合った支援を充実させて
いきます。

２　自立と社会参加の拡大

　障がい者が自らの意思に基づき、
地域活動や就労など社会のあらゆる
活動に参加できるように、学びの場
の充実や就労支援などを推進します。

３　お互いが支え合う地域共 
　　生社会の推進
　障がい者が、地域社会の一員とし
て地域住民とのつながりを持ちなが
ら暮らしていけるように、障がいや
障がい者への理解を深められるよう
な啓発活動や交流活動を推進します。

障がい者計画
　この計画は、障がい者福祉プランの基本となるものです。次の３つの基本目標を達成するため、令和５年度までの
現状と課題を洗い出し、今後取り組んでいく主な施策や事業内容などを定めています。
　基本目標１
　　①障がい福祉サービスの充実　②相談支援体制と情報提供の充実　③保健・医療・福祉の充実
　基本目標２
　　①療育・教育の充実　②外出・コミュニケーション支援の充実　③雇用・就労の支援
　基本目標３
　　①人権の尊重と差別の禁止　②充実した地域生活と交流活動等の推進　③安全・安心のまちづくり

第７期障がい福祉計画
　障害者総合支援法に基づく障がい者計画の数値目標について、国の方針を踏ま
えるとともに地域の実情などを考慮し、令和８年度末を目標年度として設定しま
した。令和４年度末の福祉施設入所者数の６％以上を地域生活へ移行することや、
令和３年度実績の1.28倍以上を福祉就労から一般就労へ移行させることなどを目
標に掲げています。そのほか、障がい福祉
サービスの見込量とその確保方策も定めて
います。

第３期障がい児福祉計画
　障がい児の福祉についても、障がい者同様に令和８年度末を目標年度にしてい
ます。障がい児を支援するための施設の整備・拡充や医療的ケア児に対応する支
援などを定めています。また、障がい児本人だけでなく、発達障がい児をもつ保
護者の理解と知識を身に付けるプログラムやトレーニングなどの支援も実施して
いきます。

ご存知ですか？ご存知ですか？
マークの意味マークの意味

身体障害者標識
肢体不自由である
ことを運転する車
に表示するマーク

耳マーク
聞こえが不自由な
ことを表す、国内
で使用されている
マーク

ハート・プラスマーク
身体内部（心臓、呼
吸機能、じん臓など）
に障がいがある人を
表すマーク

※一部のマークを紹介しています。
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特
集　

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

　
市
は
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
な

ど
の
代
表
10
人
で
構
成
す
る
事
業

計
画
策
定
委
員
会
を
組
織
し
、
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
今
後
３
年
間
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
見
込
量
、

そ
れ
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
設
定

を
主
な
内
容
と
す
る
も
の
で
す
。

　
市
の
総
人
口
は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
高
齢
化
率
は
今
後
も

増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
高
齢
者
数
は
徐
々
に
減
少
し
て

い
く
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
も
減
少
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　
高
齢
化
率
が
増
加
し
て
い
く
今
後

を
見
据
え
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
主
に

次
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

第９期 介護保険事業計画 介護保険事業計画 を策定
介護サービスの見込量をもとに、介護保険料を改定します介護サービスの見込量をもとに、介護保険料を改定します

高
齢
者
の
現
状
と

サ
ー
ビ
ス
利
用
見
込
み

介
護
予
防
な
ど
の
推
進

■令和６年度～８年度までの介護保険料　保険料の（　）内の金額は令和３年度～５年度の保険料

■問合せ／福祉課介護保険係　☎内線143、税務課住民税係　☎内線121

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の

介
護
保
険
料

①
通
い
の
場
の
拡
充
な
ど
に
よ
る
介

護
予
防
の
強
化

②
認
知
症
の
方
へ
の
総
合
的
な
支
援

③
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携

④
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

　
制
づ
く
り

⑤
高
齢
者
の
見
守
り
等
暮
ら
し
を
守

る
取
組
み

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
必
要
な
費

用
の
23
％
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
介
護
保
険
料
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

今
後
３
年
間
に
見
込
ま
れ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
か
ら
、
必
要
な
介
護

保
険
料
総
額
を
計
算
し
、
市
介
護
給

付
費
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
基

準
と
な
る
第
５
段
階
の
保
険
料
を
月

額
５
、３
０
０
円
に
抑
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
低
所
得
者
の
保
険
料
負
担

の
軽
減
強
化
と
し
て

負
担
割
合
の
引
下
げ

を
継
続
し
ま
す
。

所得段階 対象となる方 保険料率 月額保険料
（円）

年額保険料
（円）

第 １ 段 階
本
人
が
市
民
税
非
課
税

世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者、前年の
「合計所得金額＋課税年金収入額」が80万円以下の方

×約0.287
（軽減適用）

1,520
（1,740）

18,240
（20,880）

第 ２ 段 階 前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 
80万円超120万円以下の方

×約0.487
（軽減適用）

2,580
（2,900）

30,960
（34,800）

第 ３ 段 階 前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が
120万円超の方

×約0.687
（軽減適用）

3,640
（4,060）

43,680
（48,720）

第 ４ 段 階 世
帯
に
市
民
税

課
税
者
が
い
る

前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 
80万円以下の方 ×0.9 4,770

（5,220）
57,240

（62,640）

第 ５ 段 階 前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 
80万円超の方 【基準額】 5,300

（5,800）
63,600

（69,600）

第 ６ 段 階

本
人
が
市
民
税
課
税

前年の合計所得金額が120万円未満の方 ×1.2 6,360
（6,960）

76,320
（83,520）

第 ７ 段 階 前年の合計所得金額が120万円以上210万円未満の方 ×1.3 6,890
（7,540）

82,680
（90,480）

第 ８ 段 階 前年の合計所得金額が210万円以上320万円未満の方 ×1.5 7,950
（8,700）

95,400
（104,400）

第 ９ 段 階 前年の合計所得金額が320万円以上420万円未満の方 ×1.7 9,010
（9,860）

108,120
（118,320）

第 1 0 段 階 前年の合計所得金額が420万円以上520万円未満の方 ×1.9 10,070
【新設】

120,840
【新設】

第 1 1 段 階 前年の合計所得金額が520万円以上620万円未満の方 ×2.1 11,130
【新設】

133,560
【新設】

第 1 2 段 階 前年の合計所得金額が620万円以上720万円未満の方 ×2.3 12,190
【新設】

146,280
【新設】

第 1 3 段 階 前年の合計所得金額が720万円以上の方 ×2.4 12,720
【新設】

152,640
【新設】
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Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ
う

■問合せ／保健課健康指導係　☎内線136

　子宮頸がんは子宮頸部という子宮の出口に近い部分にできるがんで、日本では毎年約1.1万人の女性がかかり、約
2,900人の女性が亡くなっています。HPVワクチンは、子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウイルス（HPV）の
感染を防ぐワクチンです。

～キャッチアップ接種は令和７年３月末で終了します～

子宮頸がん予防 のために HPVワクチン を接種しましょう

　子宮頸がんは若い年齢層で発症する割合が比較的高いがんです。患者さんは20歳代から増え始め、30歳代までに
がんの治療で子宮を失ってしまう方もいます。また、HPVワクチンでは防ぐことのできない感染もあるため、20歳に
なったら２年に１回のがん検診を受け、早期発見することが大切です。

子宮頸がんで苦しまないために「今」できること

HPVワクチン
HPVの感染を防ぎます

子宮頸がん検診
20歳以上の女性は２年に１回検診を受けましょう

ワクチン接種の対象者
キャッチアップ接種

公費（無料）接種期間　令和７年３月末まで
平成９年度生まれ～平成19年度生まれで、過去に
HPVワクチンの接種を合計３回受けていない女性

（HPVワクチン接種の積極的勧奨が差し控えられた
期間に接種を逃した方）

定期接種
公費（無料）接種期間

高校１年生相当の年度末まで
小学６年生から高校１年生相当の女子

（標準的な接種期間：中学１年生）

※公費接種期間を過ぎて接種した場合、３回の接種で合計８万円程度の自己負担が発生します。

ワクチンの種類と接種スケジュール
　公費（無料）の対象となるHPVワクチンは次の３種類です。

※９価ワクチンの場合、１回目の接種を15歳になるまでに受けると、２回の接種で完了となります。
　（２回目を１回目から６か月以上あけて接種した場合）

２価 ４価 ９価
名称 サーバリックス ガーダシル シルガード９

予防できる
ウイルスの種類 ２種類 ４種類 ９種類

接種回数 ３回 ３回 ３回

４価（ガーダシル）
９価（シルガード９）

２価（サーバリックス）
１回目 ２回目※１回目から１か月あける ３回目※１回目から６か月あける

１回目 ２回目※１回目から２か月あける ３回目※１回目から６か月あける

０か月

０か月

１か月 ６か月

２か月 ６か月
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集　

シ
ニ
ア
世
代
ス
マ
ホ
ス
タ
ー
ト
応
援
補
助
金

　市では、「誰一人取り残されない」デジタル社会の実現に向けて、世代間の情報格差を解消するとともに、マイナ
ンバーカードの普及促進などを目的に高齢者のスマートフォン購入費の一部を補助します。
　スマートフォンはシニア世代にやさしい機能があります。大きく見やすい画面で操作できたり、SNSで家族と簡単
にコミュニケーションがとれたり、固定電話にはないセキュリティで詐欺防止ができたりと、多くのメリットがあり
ます。この機会にぜひ便利なスマートフォンの購入をご検討ください。

■問合せ／政策推進課デジタル政策係　☎内線274

シニア世代のスマホスタートを応援
最大２万円最大２万円を補助します！

65歳以上の方へ 65歳以上の方へ 

■対象者（次の項目を全て満たす方）
　　　　　・昭和35年４月１日以前に生まれた村山市民の方　・マイナンバーカードを持っている方
　　　　　・初めてスマートフォンを購入した方　・市公式LINE、Yahoo!防災速報アプリを登録した方
　　　　　・市税などに滞納がない方　・下記の指定店舗で購入し、操作説明を受けた方
■申請期間　４月１日（月）～令和７年３月14日（金）
■申請に必要なもの　□ 補助金交付申請書　　　□ 販売店からの申請用証明書　□ 本体等購入明細書、契約書
　　　　　　　　　　□ 購入したスマホ　　　　□ マイナンバーカード　　　　□ 市税等の納付状況確認同意書
　　　　　　　　　　□ 振込先口座の通帳など　□ 印かん
■補助金額　最大２万円（本体・充電器・手数料など）最大２万円（本体・充電器・手数料など）
　　　　　　※消費税除く。100円未満切り捨て。１人につき１回、１台のみ。

補助金補助金申請の流れ簡単３ス
テップ

！

指定店舗でスマートフォンを購入します

購入店舗でスマホの操作説明
を受けましょう

市役所で補助金申請をします
（政策推進課で受け付けます）

※事前にマイナンバーカードを取得してください。

S H O PS H O P

指定店舗名 所在地 電話番号

ドコモショップ むらやま店 駅西23-18 （52）3868

auショップ 村山駅西 駅西17-8 （52）3581

ソフトバンク 村山
（ワイモバイル）

大字楯岡字楯岡西8034-3
（ヤマザワ村山駅西店駐車場内） （52）1105

ステップ １

※有料の操作補助サービス 
　も補助対象になります。
　詳細は店舗スタッフに
　問い合せください。

ステップ ２ ステップ ３

※上記の「申請に必要な
　もの」を確認し、書類
　などを準備して申請し
　てください。

今年度も
今年度も

　応援！！
　応援！！
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令
和
５
年
度 

村
山
市
長
賞
受
賞
者
の
紹
介

村山市長賞（敬称略）５
令和

年度
　市では、年度ごとに体育、芸術、文化、善行などの分野において優れた成績を収めた市内の
小・中学生に「市長賞」を贈っています。学校名と学年は、受賞時のものです。

作文

秋葉　芽実
（楯岡小  １年）

第69回青少年読書感想文県コンクール
最優秀

絵画

高橋　　臨
（大久保小  １年）

第65回県こども絵画展 県展賞

柔道

保科幸之介
（楯岡小  ３年）

令和５年県少年少女ワッペン柔道大会
３年生男子 第１位

ピアノ

天野　紗花
（楯岡小  ４年）

第23回県ジュニアピアノコンクール
初級Ｂ部門 最優秀賞

剣道

鈴木　琴音
（楯岡小  ５年）

第54回県少年剣道錬成大会
小学校女子団体 優勝

サッカー

安達　珀翔
（楯岡小  ６年）

THFAフジパンCUP第11回東北Ｕ－12 
サッカー大会 第３位

水泳

大山　咲希
（楯岡小  ６年）

第47回県選抜学童水泳記録会 女子200ｍ 
リレー・小学５年～６年女子50ｍ自由形 第１位

水泳

酒井　陽彩
（楯岡小  ６年）

第13回JSCA東北支部ジュニア水泳競技大会 
南東北大会 女子11歳～12歳50ｍ・100ｍ自由形 第１位

剣道

菅野　百伽
（楯岡小  ６年）

第54回県少年剣道錬成大会
小学校女子団体 優勝

書道

村田　美月
（楯岡小  ６年）

第49回創琢教育書道展 県知事賞

チアダンス

森　　美琴
（楯岡小  ６年）

USARegionals2024東北大会Junior編成Pom部門 
SM 第２位

作文

山口　壮太
（楯岡小  ６年）

第56回YBC読書感想文「本の森たんけん」 特選

サッカー

金谷　笑花
（楯岡中  ３年）

JFA第28回全日本Ｕ－15女子サッカー
選手権大会県大会 優勝

野球

岸　　瑛人
（楯岡中  ３年）

第12回日本リトルシニア東日本選抜
野球大会 優勝

ダンス

田部井羽叶
（楯岡中  ３年）

第11回全日本小中学生ダンス
コンクール東日本大会 金賞

空手

岩崎　蒼馬
（東桜学館中 ３年）

第31回全国中学生空手道選手権
大会県予選会 第１位

柔道

原田　侑奈
（楯岡中  ２年）

第53回県中学校新人体育大会柔道
競技女子個人63㎏級 優勝

野球

青柳　煌大
（楯岡中  １年）

第17回東武杯第54回日本少年野球
春季全国大会 東北支部予選会 第３位

サッカー

佐藤　桃花
（楯岡中  １年）

JFA第28回全日本Ｕ－15女子サッカー
選手権大会県大会 優勝

合唱

楯岡小学校 合唱部（34名）
第90回NHK全国学校音楽コンクール東北

ブロックコンクール 銅賞
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受
賞
者
の
ご
紹
介
、
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
西
郷
小
学
校
か
ら
塩
竈
市
へ
義
援
金

受賞者のご紹介
村山地域農林水産業若者賞

全国大会出場選手

寄附ありがとうございます 西郷小学校から塩竈市へ義援金

■村岡　定治さん（西郷）
　株式会社AGULUTION’Sの代表を務めており、水稲、スイカ、さといも、にんじん、はくさいを栽培してい
ます。また、担い手農業者として農地を引き受け規模拡大を進めるとともに、スマート農業や先進的な農業経
営を実践し、高品質生産に取り組んでいます。営業活動に注力し、多様な販路を構築していることや青年農業
士として、市が実践している就農希望者の農業体験などを受け入れ、地域の後継者育成に貢献していることな
どが評価され受賞されました。

■男子第74回全国高等学校駅伝競走大会
　大室　優駿さん（東海大山形高等学校１年、大高根）
　高橋　遥斗さん（東海大山形高等学校３年、楯岡）
■全国高等学校ダンスドリル選手権大会
　今井　美瑠さん（煌山高等学校２年、楯岡）
■第46回全国高等学校柔道選手権大会
　松田　　擁さん（山形工業高等学校２年、冨本）
■第21回全日本学生チアダンス選手権大会、
　USA School＆College Nationals 2024－全国選手権大会－
　青柳　優夢さん（山形北高等学校２年、戸沢）
■第76回全国高等学校バスケットボール選手権大会
　大山　留愛さん（山形中央高等学校３年、楯岡）

■特別国民体育大会 ボクシング競技
　齋藤　幸一さん（日本大学山形高等学校３年、大倉）
■特別国民体育大会 陸上競技
　工藤　　翼さん（山形学院高等学校３年、大高根）
■第61回全日本スキー技術選手権大会
　赤松　貴大さん（神町自衛隊スキークラブ、楯岡）
■文部科学大臣杯第39回全日本ゲートボール選手権大会
　田中　佑也さん（市ゲートボール協会、楯岡）
■全国フライト・エアロビック選手権大会
　佐藤真喜子さん（袖崎）
■第65回全国選抜少年剣道大会
　村山武道館（楯岡）

　山形螺子工業株式会社（笠原正美社長）から市へ
50万円の寄附をいただき、２月15日に笠原社長か
ら志布市長へ目録が手渡されました。
　笠原社長は同社の社員会「親和会」の横尾悦史委
員長と市役所に訪れ、「市民の交通安全のために使っ
てほしい」と話し、志布市長は感謝の言葉を述べました。

　３月12日、西郷小学校から塩竈市への義援金
7,535円が市へ寄託されました。同校の環境・ス
ポーツ委員会が中心となり、アルミ缶、プルタブを
回収して得た収益から贈っているものです。平成
26年から毎年実施し、今年で11回目になります。
　この日は、委員会を代表して６年生の高橋杜樹さ
んと工藤愛梨さんが市役所に訪れ、義援金を志布市
長に手渡しました。

● 村山ロータリークラブ
　３月12日、村山ロータリークラブ（佐藤勝也会
長）から市へ30万円の寄附をいただき、志布市長
は感謝の言葉を述べました。
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い
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持
ち
の
方
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が

あ
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は
、
次
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窓
口
に
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で
す
。
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課
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け
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通
じ
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同
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深
め
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。
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加
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９
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内

令
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国
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険
料
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額
１
６
、９
８
０
円
で
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納
付
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さ
い
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地
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協
力
隊
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報

告
会
が
３
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14
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
リ
ン
ク
む
ら
や
ま
で
の
開
催

と
な
り
、
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は
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普
段
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慣
れ
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し
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ス
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発
表
す
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で
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ま
し
た
。
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。
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２
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れ
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取
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す
。
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。
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ピ
ー
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書
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と
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ナ
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。
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式
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学
校
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ま
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。
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子
育
て
応
援
情
報

子育て子育て応援情報応援情報 表記の説明
　 対 対象　 日 日時　 会 会場 内 内容
　 持 持ち物 他 その他 費 費用 申 事前申込 市ホームページ

「子育てカレンダー」

※申込みは開催日の前日まで

ぽっぴーるーむ　☎（22）9981
子育て世代包括支援センター《甑葉プラザ２階》

ぐんぐん　☎（56）2002
子育て支援センター《はやま認定こども園内》

※申込みは開催日の前日14:00まで
　（ぐんぐんホームページから予約可）

えほんの広場えほんの広場
対  保育施設等入所前のお子さんと保

護者
日  4月10日（水）　10:00 ～ 10:30
会  はやま認定こども園
内  「ぐんぐんスタッフ」による読み聞

かせなど
申  必要

サークル「もみじの手の会」サークル「もみじの手の会」
対  保育施設等入所前のお子さんと保

護者
日  ４月18日（木）　9:30 ～ 11:30
 （途中参加、退出可）
会  西郷地域市民センター
内  自由遊び、読み聞かせなど

わくわく広場わくわく広場
「こどもの日をお祝いしよう！」「こどもの日をお祝いしよう！」

対  保育施設等入所前のお子さんと保
護者

日  ４月23日（火）　10:00 ～ 11:30
内  端午の節句飾りの制作、自由遊び、

身体測定（フェイスタオル必要）、
育児相談など

申  必要

※申込みは開催日の前日まで
ポポーのひろば　☎（53）0901
子育て支援センター《甑葉プラザ２階》

利用者支援「子育て応援室」利用者支援「子育て応援室」
対  子育て家庭の方（妊娠期～幼児期）
日  火曜～日曜日　9:30 ～ 17:00
内  子育ての個別相談に応じます。

ファミサポくらぶファミサポくらぶ
 「足形をとろう」 「足形をとろう」
対  むらやまファミリー・サポートセ

ンターの会員のお子さん（生後12
か月まで）

日  ４月10日（水）　受付：10:30まで
申  必要

お誕生＆ハーフバースデー手形お誕生＆ハーフバースデー手形
対  ４月生まれ（３歳まで）と令和５

年10月生まれのお子さん
日  ４月25日（木）　受付：10:30まで
内  手形はお誕生会＆ハーフバース

デーでお渡しします。
申  必要

お誕生会＆ハーフバースデーお誕生会＆ハーフバースデー
日  ４月25日（木）　11:40 ～ 12:00
内  ひろばに来た皆さんでお祝いしま

しょう。

地域交流の場「じばサロン」地域交流の場「じばサロン」
対  子 育 て 中 の 方 や お じ い ち ゃ ん、 

おばあちゃん、どなたでもどうぞ
日  4月23日（火）　9:30 ～ 10:30
内  プランターにお花を植えます。
申  必要

育児講座「親子リトミック」育児講座「親子リトミック」
対  未就学のお子さんと保護者
日  4月30日（火）　10:30 ～ 11:30
内  音楽に合わせて体を動かし、心と

身体で音を楽しみましょう。
他  講師 菅野豊美氏
申  必要

ころころランドころころランド
対  保育施設等入所前のお子さんと保

護者
日  4月24日（水）　10:00 ～ 11:00
内  こいのぼりを制作します。
申  必要

母子健康手帳の交付母子健康手帳の交付
なんでも育児相談・妊産婦相談なんでも育児相談・妊産婦相談
日  月曜～木曜日の平日　9:30 ～ 16:00
 ※22日（月）は休み
内  母子保健コーディネーターが相談に

応じます。
 ※毎週木曜日は助産師が相談に応

　じます。状況により、お待ちい
　ただく場合があります。

健康相談健康相談
対  ①７か月児健康相談 令和５年９月生
 ②１歳児歯みがき教室
  令和５年４月生
日  ４月17日（水）　①10:15 ～ 10:30受付
  ② 9:30 ～ 9:40受付
持  母子健康手帳、健康相談票、バスタオル

産後ママヨガ産後ママヨガ
日  ４月24日（水）　10:00 ～ 12:00
対  産後１か月～１年の母親（妊婦も可）
持  飲み物、フェイスタオル、動きや

すい服装
申  必要（先着６名程度）
 申込締切：４月18日（木）
 ※無料託児もあります。定員に限

　りがありますので、お早めに申
　込みください。

どんぐり広場　☎（57）2429子育て支援センター《ふたば大高根保育園内》

※特に記載のない場合は、会場は主催する各施設です。また、イベントの中止や
内容が変更になる場合がありますので、事前に各施設へ問い合わせください。
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ま
ち
の
話
題

　リンクむらやまを会場に、塩竈市の海産物と
村山市の冬野菜やお米を使い、親子参加の料理
体験会が開催されました。当日は、塩竈市水産
振興課の方からの塩竈市の水産業の講話と料理
体験が行われました。塩釜港で水揚げされた新
鮮なワカメが振舞われると、食感とおいしさに
みなさん感動していました。また、焼きたての
サバの干物と市内産雪室米つや姫を混ぜ、おに
ぎりを握ってみんなで味わいました。

仙山交流「親子で冬野菜を使って
塩竈汁とおにぎりを作ろう！」

２
25

　道の駅むらやまを会場に、ひなまつりが開催され
ました。市内産いちごを使ったいちごパフェやひな
菓子などが販売されました。また、「手打蕎麦おん
どり」店主によるそば打ちの実演もあり、手際よく
できあがっていくそばを、集まったお客さんは真剣
に見入っていました。レストランでは、雪室貯蔵そ
ばを使用した板そばがこの日数量限定で販売され、
たくさんのお客さんが手打ちそばを味わいました。

道の駅むらやま「ひなまつり」３
２

　甑葉プラザを会場に、株式会社ローカルブライト
の代表取締役鈴木氏と小倉氏からふるさと納税を実
例としたインターネットサービス事業についての講
演。また、楯岡小学校３年生が市の６次産業化につ
いて学び、発見した市の魅力を言葉や歌を交えて発
表。県立村山産業高等学校農業経営科２年生による

「酒米の高品質化及び麦の栽培と６次産業化」につい
てスライドを使いプレゼンテーションを行いました。

市６次産業化推進フォーラム
「Mura6  2024」

３
３

　第２回目となる発表会が市民体育館を会場に行われました。
教室の生徒約50人が参加し、クラスごとに団体や個人での演技
を披露しました。また、日本女子体育大学３年の上条歩奈選手
がフープやリボンの演技を行うと、教室の生徒や保護者はその
華麗な演技に魅了されていました。演技終了後には、学校法人
二階堂学園理事長石﨑朔子氏による講評も行われ、演技へのア
ドバイスや生徒たちの頑張りを称えていただきました。

むらやま新体操教室演技発表会
「世界を旅しよう～世界の踊り～」

３
９
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

部
に
は
各
種
届
出
に
関
す
る
市
の
お
知
ら
せ

事
項
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
１
日

（月）
～
19
日

（金）

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
市
民
環
境
課

�

☎
内
線
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森
林
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
森
林
の
所
有
や
伐
採
は
法
律
に
よ
り
市
役

所
な
ど
へ
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き
の
届
出

対
象
者

　
面
積
に
関
わ
ら
ず
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ

り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
個
人
お

よ
び
法
人

届
出
期
間　
土
地
の
所
有
者
に
な
っ
て
か
ら

90
日
以
内

●
森
林
の
立
木
伐
採
す
る
と
き
の
届
出

対
象
者　
森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
方

届
出
期
間　
伐
採
を
始
め
る
90
日
～
30
日
前

※
保
安
林
内
で
の
伐
採
や
伐
採
面
積
が
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
を

目
的
と
す
る
場
合
は
0.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を

超
え
る
場
合
は
別
途
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
山
火
事
防
止
運
動

期
間　
４
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１
日

（月）
～
５
月
31
日

（金）

■
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合
せ
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課�
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広
告
入
り
封
筒
の
提
供
者
を
募
集

　
市
民
環
境
課
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
窓
口

用
封
筒
の
無
償
提
供
者
（
広
告
主
）
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
の
事
業
者
な
ど

規
格　
角
形
20
号
ま
た
は
角
形
Ａ
４
号
封
筒

（
白
色
、
古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
、
２

色
刷
り
）

提
供
枚
数　
１
６
、０
０
０
枚

使
用
場
所　
市
民
環
境
課
、
各
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
、
甑
葉
プ
ラ
ザ

使
用
期
間　
７
月
１
日

（月）
～
令
和
７
年
６
月

30
日

（月）

掲
載
広
告　
封
筒
の
表
裏
そ
れ
ぞ
れ
４
割
の

範
囲
に
広
告
を
掲
載
で
き
ま
す
。
封
筒
の
上

広
告

広
告

　狂犬病予防法により、生後91日以上の犬を所有したときは登録が必要です。
また、年１回以上狂犬病の予防注射が義務付けられています。注射は１頭１針
で実施しています。当日はおつりがないようご用意をお願いします。
狂犬病予防注射の日程

期日 会場 時間

４月17日（水）

杉島第一公民館 10：20 ～ 10：40
西郷地域市民センター 10：55 ～ 11：30

大高根地域市民センター 13：00 ～ 13：20
袖崎地域市民センター 13：40 ～ 14：00

４月18日（木）

岩野会館 10：00 ～ 10：20
冨本地域市民センター 10：30 ～ 10：50

大久保地域市民センター 11：05 ～ 11：35
稲下会館 13：05 ～ 13：25

白鳥公民館 13：40 ～ 14：00

４月19日（金）

大倉地域市民センター 10：00 ～ 10：30
鶴ヶ町公民館 10：40 ～ 11：00

楯岡地域市民センター 11：10 ～ 11：30
五日町公民館 13：00 ～ 13：20

市民会館 13：30 ～ 14：05
新規登録と予防注射　１頭6,500円
予防注射のみ　１頭3,500円　　　　　持ち物　通知はがき、犬の鑑札
※通知はがき（問診票）は集合注射予定日の約２週間前に発送します。必ず記

入してお持ちください。
■問合せ／市民環境課生活環境係　☎内線116

狂犬病予防注射と犬の登録を忘れずに
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

大
倉
フ
ッ
ト
パ
ス
イ
ベ
ン
ト

　
「
お
く
ら
伝
説
コ
ー
ス
」
を
歩
き
ま
す
。

春
の
草
花
を
愛
で
な
が
ら
楽
し
く
歩
い
て
み

ま
し
ょ
う
。
４
月
11
日

（木）
ま
で
申
込
み
が
必

要
で
す
。
定
員
20
人
。

期
日　
４
月
21
日

（日）

時
間　
午
前
９
時
30
分
集
合
～
午
後
１
時

集
合
場
所　
大
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
中
学
生
以
上
２
、０
０
０
円
、
小

学
生
１
、５
０
０
円
（
昼
食
、
ガ
イ
ド
料
、

保
険
料
含
む
）

昼
食　
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
草
木
庵

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

■
問
合
せ
／
大
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

�

☎
（55）
２
４
１
７

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

「
互
い
に
守
る　
思
い
や
り
」

運
動
期
間　
４
月
６
日

（土）
～
15
日

（月）

　
４
月
10
日

（水）
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
」
で
す
。

　
春
は
、
交
通
ル
ー
ル
に
不
慣
れ
な
新
入
学

児
童
、
運
転
未
熟
な
新
社
会
人
な
ど
が
、
新

た
に
道
路
交
通
に
参
加
し
、
さ
ら
に
高
齢
者

の
屋
外
で
の
活
動
が
活
発
化
す
る
こ
と
か
ら
、

交
通
事
故
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

農
業
者
へ
の
各
種
支
援
制
度

　
市
重
点
作
物
（
サ
ク
ラ
ン
ボ
・
モ
モ
・
ス

イ
カ
・
ト
マ
ト
）
の
生
産
に
取
り
組
む
農
業

者
を
支
援
し
ま
す
。

●
サ
ク
ラ
ン
ボ
・
モ
モ
「
種
苗
購
入
支
援
」

　
佐
藤
錦
、
紅
秀
峰
、
山
形
Ｃ
12
号
ほ
か
市
振

興
品
種
の
購
入
金
額
の
３
分
の
１
（
上
限
サ
ク

ラ
ン
ボ
１
、５
０
０
円
、
モ
モ
８
０
０
円
／
本
）

●
ス
イ
カ
・
ト
マ
ト
「
種
苗
購
入
支
援
」

　
前
年
購
入
数
量
と
比
較
の
増
量
分
の
購
入

金
額
の
３
分
の
１
（
上
限
80
円
／
本
）

●
サ
ク
ラ
ン
ボ
「
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル

　
被
覆
作
業
委
託
支
援
」

　
70
歳
以
上
の
農
業
経
営
者
に
よ
る
被
覆
作

業
委
託
経
費
の
２
分
の
１
（
上
限
５
万
円
）

●
ス
イ
カ
「
か
ん
水
・
排
水
対
策
支
援
」

　
か
ん
水
チ
ュ
ー
ブ
の
導
入
、
暗
き
ょ
・
明

き
ょ
の
施
工
な
ど
の
事
業
費
の
２
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

●
重
点
作
物
４
品
目
「
土
壌
改
良
支
援
」

　
重
点
作
物
の
新
規
作
付
け
農
地
で
土
壌
診

断
後
に
行
う
土
壌
改
良
の
肥
料
購
入
費
の
２

分
の
１
（
上
限
３
万
円
）

●
重
点
作
物
４
品
目
「
視
察
研
修
支
援
」

　
重
点
作
物
の
生
産
者
団
体
な
ど
が
行
う
研
修
活
動
の

移
動
経
費
ま
た
は
講
師
謝
礼
の
２
分
の
１（
上
限
３
万
円
）

■
問
合
せ
／
農
林
課�

☎
内
線

251

日
時　
４
月
11
日

（木）　
午
後
１
時
～
３
時

会
場　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

小
会
議
室

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課�

☎
内
線

110

フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
ト
ラ
ブ
ル
は��

当
事
者
間
で
解
決
！

　

フ
リ
マ
ア
プ
リ
は
個
人
間
の
取
引
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
際
は
原
則
的
に
当
事
者

間
で
解
決
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
ま
す
。
利
用

す
る
際
は
規
約
や
初
心
者
ガ
イ
ド
で
取
引

ル
ー
ル
や
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
な
ど
を
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
商
品
を
購
入
し

た
場
合
、
商
品
到
着
後
は
必
ず
よ
く
確
認
し

て
か
ら
受
取
評
価
を
し
ま
し
ょ
う
。
出
品
す

る
際
は
誤
解
が
な
い
よ
う
商
品
の
状
態
が

は
っ
き
り
わ
か
る
写
真
や
説
明
を
載
せ
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
民
環

境
課
内
）�

☎
直
通

（55）
２
１
２
３

不
動
産
無
料
相
談

　
不
動
産
（
土
地
・
建
物
な
ど
）
に
関
す
る

　
運
転
者
は
自
転
車
や
歩
行
者
の
動
き
な
ど

に
十
分
注
意
を
し
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
歩
行
者
は
横
断
の
際
に
必

ず
一
度
立
ち
止
ま
り
、
左
右
の
安
全
確
認
を

し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課�

☎
内
線

114

春
季
火
災
予
防
運
動

「
火
を
消
し
て　
不
安
を
消
し
て

�

つ
な
ぐ
未
来
」

期
間　
４
月
９
日

（火）
～
22
日

（月）

●
防
災
行
政
無
線
放
送
・
警
鐘
打
鳴

日
時　
４
月
８
日

（月）
、
22
日

（月）　
午
後
７
時

（
防
災
行
政
無
線
放
送
終
了
後
、
警
鐘
打
鳴
）

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
点
検
し
よ
う

　
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
10
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
。
10
年
が
経
過
し
た
機
器

は
劣
化
や
電
池
切
れ
な
ど
で
正
常
に
火
災
を

感
知
し
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に

点
検
し
、10
年
を
目
安
に
取
り
変
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
消
防
本
部�

☎
（55）
２
５
１
４

市
民
行
政
相
談

　
行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
な
ど
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
無
料
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
・
試
験

相
談
・
試
験

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

24令和6年 4.1　　広報　市民の友　むらやま



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ひ
き
こ
も
り
相
談

　
ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
本
人
や
ご
家
族
の
方

を
対
象
に
無
料
で
精
神
科
医
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
電
話
で
の
事
前
予
約
制
で
す
。

相
談
日　
毎
月
１
回
～
２
回

会
場　
村
山
総
合
支
庁
北
村
山
地
域
振
興
局 

ほ
か

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
村
山
保
健
所

�

☎
０
２
３
（
６
２
７
）
１
１
８
４

む
ら
や
ま
桜
回
廊
バ
ス
ツ
ア
ー��

参
加
者
募
集

　
市
内
の
桜
の
名
所
を
バ
ス
に
乗
っ
て
見
に

行
き
ま
せ
ん
か
。
定
員
13
人
。

日
時　
４
月
14
日

（日）　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
頃

相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
優
先
で
す
が
、
当

日
受
付
も
可
能
で
す
。

日
時　
４
月
10
日

（水）　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
予
約
・
問
合
せ
／
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
合
同
事
務
所

�

☎
０
２
３
（
６
５
２
）
９
０
７
０

消
防
設
備
士
試
験 

甲・乙
種（
全
類
）

　
願
書
な
ど
の
関
係
書
類
は
各
消
防
本
部
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

試
験
日　
５
月
25
日

（土）

会
場　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）

申
請
締
切　
４
月
15
日

（月）

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
（
一
財
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
県
支
部

�

☎
０
２
３
（
６
３
１
）
０
７
６
１

村
山
市
ク
ラ
ブ
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

　
市
内
在
住
ま
た
は

市
内
に
勤
務
し
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。

参
加
料
を
添
え
て

４
月
14
日

（日）
ま
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

期
日　
４
月
29
日
（
月
・
祝
日
）

会
場　
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
料　
１
チ
ー
ム
１
万
円
（
各
チ
ー
ム
４

名
～
５
名
）

プ
レ
ー
代
（
飲
食
代
別
途
、
税
込
み
）

　
メ
ン
バ
ー　
５
、９
５
０
円

　
ビ
ジ
タ
ー　
８
、７
０
０
円

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ�

☎
（53）
３
３
１
１

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
村
山
駅
西
口

参
加
費　
３
、５
０
０
円
（
昼
食
、
お
茶
代
、

保
険
料
、
バ
ス
代
）

昼
食　
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
草
木
庵

申
込
締
切　
４
月
９
日

（火）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
申
込
受
付
終
了
。

申
込
み
先　
ト
ラ
ベ
ル
シ
ョ
ッ
プ

�

☎
（52）
３
３
２
５

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
市
観
光
物
産
協
会

�

☎
（53）
１
３
５
１

介
護
家
族
の
会
（
参
加
無
料
）

　
介
護
者
相
互
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

日
時　
４
月
20
日

（土）　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　
支
え
あ
い
館
（
楯
岡
十
日
町
）

■
問
合
せ
／
在
宅
介
護
を
支
え
る
家
族
の
会

（
工
藤
）　�

☎
０
９
０
（
２
８
４
４
）
１
１
５
０

広
告

広
告

広
告

広
告

イ
ベ
ン
ト
・
そ
の
他

イ
ベ
ン
ト
・
そ
の
他
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お
知
ら
せ

ら
10
年
ご
と
写
真
の
書
換
え
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
免
状
の
写
真
下
欄
記
載
の
期
限
を
確
認
の

う
え
、
速
や
か
に
手
続
き
を
す
る
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

※「
写
真
の
書
換
え
」と
は
、
新
し
い
写
真
を

印
刷
し
た
免
状
に
取
り
替
え
る
こ
と
で
す
。

■
問
合
せ
／
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
県
支
部

�

☎
０
２
３
（
６
３
１
）
０
７
６
１

大
高
根
演
習
場
４
月
の
訓
練
予
定

離
着
陸
訓
練
＝
１
日

（月）
～
26
日

（金）
（
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
）

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地�

☎
（48）
１
１
５
１

●
村
山
市
へ

・
市
管
工
事
業
協
同
組
合
が
タ
オ
ル
２
６
０
枚

・
西
郷
認
定
こ

　
ど
も
園
保
護

　
者
会
が
小
学

　
館
の
図
鑑

　
５
冊

楯
岡
陸
橋
補
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　
橋
を
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
補
修
を
行

い
ま
す
。

期
間　
４
月
下
旬
ま
で
（
予
定
）

規
制
内
容

車
道　
終
日
片
側
交
互
通
行
規
制

歩
道　
一
部
歩
行
者
通
路
へ
迂
回

階
段　
工
事
期
間
中
に
一
定
期
間
、
通
行

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
県
村
山
総
合
支
庁
北
村
山
道
路

計
画
課�

☎
（47）
８
６
７
０

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の

免
状
の
写
真
書
換
え

　
危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の
義
務
と

し
て
、
消
防
法
令
で
は
、
免
状
交
付
の
日
か

４
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

７
日

（日）
午
後
２
時
～

�

鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ

20
日

（土）
午
後
２
時
～�

愛
媛
Ｆ
Ｃ

今号の題字

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

楯岡小学校　鈴木紗
さ き こ

希子 さん

　書いてみて「民」という字がむずかしかっ
たです。算数を頑張りたいです。

 4月15日号からの題字掲載者（掲載号、小学校名、氏名）

4月15日号　西　郷　板垣くるみさん
5月 1日号　大久保　芦野　桜子さん
5月15日号　冨　本　青木　絵馬さん
6月 1日号　戸　沢　高橋　秀太さん
6月15日号　袖　崎　平山　紫月さん
7月 1日号　富　並　西塚　莉愛さん
7月15日号　楯　岡　水田菜々佳さん
8月 1日号　西　郷　藤田　七虹さん
8月15日号　大久保　菊地　ゆいさん

9月 1日号　冨本　松田　壱路さん
9月15日号　戸沢　中里　旺慎さん

10月 1日号　袖崎　齊藤　れいさん
10月15日号　富並　加藤　優羽さん
11月 1日号　楯岡　青柳　絢大さん
11月15日号　西郷　助野　　葵さん
12月 1日号　楯岡　高橋　心陽さん
12月15日号　西郷　佐藤　　慶さん

1月 1日号　楯岡　高橋　陽莉さん
1月15日号　冨本　杉原　　直さん
2月 1日号　楯岡　藤橋　　蘭さん
2月15日号　西郷　高橋　嬉衣さん
3月 1日号　冨本　橋間　蓮夢さん
3月15日号　西郷　原田まりあさん
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村山市役所

甑葉プラザ

楯岡中学校
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お
知
ら
せ

MURAYAMA HotNews

お
知
ら
せ

山形交響楽団ユアタウンコンサートユアタウンコンサート2024 村山公演
　今回の村山公演では、中学校吹奏楽部と市民合唱団が山形交響楽団と共演します。
さらに、創立名誉指揮者・村川千秋氏も登場。ほかでは見られない、
村山市ならではの山響をお楽しみください。
日時　５月26日（日）　開場：午後２時　開演：午後３時
会場　市民会館 大ホール
入場料　全席指定　一般3,000円　高校生以下1,000円
　　　　※未就学児は入場できません。
　　　　　予約制無料託児を利用希望の方は
　　　　　５月８日（水）まで申込みください。
チケット販売所　市民会館、菅野時計店、萬家、オーイシ、
　　　　　　　　山響チケットサービス、
　　　　　　　　チケットぴあ（Ｐコード：256-066）
出演　指揮　阪哲郎氏、村川千秋氏
　　　吹奏楽　楯岡中学校吹奏楽部、葉山中学校吹奏楽部
　　　合唱　楯岡小学校合唱部、村山混声合唱団「フェブリエ」、村山市女声コーラス
■問合せ／市民会館　☎（53）3111

山響チケットサービス山響チケットサービス

　村山駅西とLink MURAYAMAの桜をライトアップします。４月13日（土）、14日（日）に飲食出店のイベントを
予定しています。
　日程などの詳細は、市ホームページと市公式LINEで
お知らせします。
期間　桜の開花から散るまで（４月10日（水）頃から１週間程度）
時間　午後６時30分～９時
※夜間の車での通行時は、歩行者にご注意ください。
■問合せ／商工観光課観光交流係　☎内線156、
　　　　　Link MURAYAMA運営事務室　☎（48）8212

村山市 桜のライトアップ桜のライトアップイベント

令和６年度 村山市消防大演習村山市消防大演習
　消防団員の日頃の訓練成果や威風堂々とした姿をぜひ、ご
覧ください。会場内で、消防フェスタ（消防車両展示、記念
撮影、放水体験など）も開催します。
日時　４月28日（日）　午前９時30分～
会場　東沢バラ公園
内容　観閲、分列行進、記念放水など
※雨天の場合は、市民会館で観閲、表彰のみ行います。
■問合せ／消防本部　☎（55）2514

イベント

　北山一面に咲き誇る美しい桜をどうぞご観覧ください。頂上からは村山市内を一望できます。
日時　４月14日（日）　午前10時～午後２時
会場　北山グラウンド（北山さくら公園）
■問合せ／大久保地域市民センター　☎（54）2111

北山さくら祭り北山さくら祭りイベント

イベント
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村山市の人口 21,680人（3月1日現在）

男　性 10,642 人

女　性 11,038 人

世帯数 7,946

村山市公式YouTubeチャンネル

村山市の魅力を発信しています！ご覧ください！

村山市公式キャラクター
ムララⓇ 【村山市

　公式チャンネル】
https://www.youtube.com/channel/
　　　　　　　UC_NDYZlWcGvtDsXtqsV-grg
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目
店
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藤
直
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か
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引
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、
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に
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店
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仕
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葉山駐在所

北山
さくら児童遊園

★
千両

千両ホームページ

千両LINE

〒995-0111
村山市大字大久保甲 622 番地 11
TEL　53-0112

 営業時間　17：00 ～ 22：00
 定休日 不定休　  駐車場あり（10台）

※お食事・テイクアウトは 2 日前まで
　ご予約ください。

和食・寿司　千両和食・寿司　千両
店主：伊藤直人さん

おすすめメニュー

寿　司

　段々ロングな雛まつりは平成16年から始まり、今年も約1,500体も
の雛人形が幅13.5ｍ、8段の雛壇で展示され、会場は優雅で迫力のある
雰囲気に包まれました。オープニングセレモニーには約40人の関係者
が参加し、アトラクションとして、はやま認定こども園の年長児26人が、
雛まつりにちなんだ歌や踊りを披露し会場を盛り上げてくれました。

雛人形と愛らしい子どもたちの笑顔 今号今号のの表紙表紙

https://senryo.net/
https://liff.line.me/1645278921-kWRPP32q/?accountId=742ywgdg
https://m.youtube.com/channel/UC_NDYZlWcGvtDsXtqsV-grg

